| ジャ クサ ス | 
宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 


月 14 日 、 台 風 が 迫る 前 の 一 上 朋 の 晴れ た 青 
空 へ 打ち 上 げ ら れ た H-IIA ロ ケッ ト 13 号 

機 。 搭載 され た 月 周回 衛星 [かぐや 」] は 

正常 に 分 離し て 月 へ と 向かい まし た 。 その 

[か ぐ や 」] の 月 へ の 道のり を 見 開き で ご 紹介 し ます 。 表 
紙 に は 、 | か ぐ や 」 の 光 に H-IA ロ ケッ ト で 打ち 上 げ ら れ 
る 超 高 速 1 ン ター ネッ ト 衛 星 | WINDS」 の 中 村 プ ロマ ネ 
時 し た 。 猛暑 と いわ れ た 今夏 の 暑い 
り に 発表 され た | 北極 海 の 海水 面積 の 減少 ]。 そ の 現 

を JAMSTEC (海洋 研究 開発 機構 ) に 取材 し まし た 。 
[だ いち 」 の 画像 解析 の 記事 と 併せ て 、 衛 星 の 活躍 を お 
読み くだ さい 。 地球 環境 の 話 

題 が 続い た と ころ で 、 最 後 は 

「 宇 宙 農 業 ] を 取り 上 げ ま し た 。 

遠 い 将 来 、 火星 で 暮らす 日 々 

に 思い を めぐ ら せ た と ころ で 、 
INTRODUCTION | 季節 は そろ そろ 秋 を 迎え ます 。 


9% 


JAXXAS 


回 1 皮 宇宙 衣 空 研究 開発 機構 機関 誌 


選 OO n ロ も 馬 nm セ 号 


今年 度 中 の 打ち 上 げに 向け - 還 


イン ター ネッ ト 衛 星 
WINDS 


中 村 安 
WINDS プ ロジ ェクト チー ム 
プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ 


包 洋 史上 最小 と な っ た 
北極 海 の 海水 … aa 結 


JAXA の ここ が 聞き た い PCOPCOYYLCLLL い 選 
ミッ ショ ン へ 向け 、 

宇宙 飛行 土 は 

と ん な 訓練 を する の ? 


[か ぐ や | 月 まで の 道のり …… 


Road to the Moon 
[だ し \ ち 」 の 画像 が で きる まで 人 1 選 
合成 開 ロ レー ター 
PALSAR に よる 
観測 ・ 解 析 
島田 政信 
宇宙 利用 推進 本 部 地球 観測 研究 セン ター 研究 領域 リー ダ 
宇宙 広報 レポ ー ト oooeeeoeooeeeoeeeeeeooee 1 
「 国 際 宇 宙 宙 ス テー ショ ン 
利用 計 ワー クシ ョ ッ プ ] の 
会 に 挑戦 ! 
宙 飛 行 士 ・ 山 崎 直 子 さん と 対談 


sa ーー 
宇宙 科学 研究 本 部 対外 協力 室 教授 


人 類 が 火星 で 

暮らす 日 の た め に Seed 1 量 
地球 圏外 の 極限 環境 に 挑む [宇宙 農業 ] 
山下 雅道 

宇宙 科学 研究 本 部 宇宙 環境 利用 科学 研究 系 教授 


J AXA 最 前 線 73 て? ギ エイ YY 1 


各地 で [宇宙 花 火 | の …… ら ロ 
観測 に 成功 ! 


表紙 : 中 村 安雄 「WINDS] プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ 
po7o : YO/c77 Aya778 


想像 図 ) 


語 


、 刷 


速 イ ンタ ーネット 衛星 「WINDS」( 


Em 
: 人 
さや 3 
ふ 
周 さ つ 
| 
旋 也 り 
じ 製 京 親 
四 セ MM 厨 
来季 癌 
密 る 唱 
電信 人 臣 
二 ぶ ざら 
っ の 
下 ぐ ゃ ロ 
mm っ 
咽 N 久 友 
密 人 そく 
へ 攻 ト J 
借 k 草 ン 
べ て 嘱 や せ 
措 租 呈 回 
朋 人 
選 古 の 
恒星 
如 氏 ミ 
ヒ ミ ど ご 
〇 地 
轄 
Ed| 


1 


宇宙 利用 推進 本 部 


中 村 安 雄 プ ロジ ェクト マ 


WINDS プ ロジ ェクト チー ム 


話 を 聞き まし た 。 


ジャ に 


ゃ 


こ 


プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ 


中 村 安 雄 


ネー ン 
(イン タビ ュ ア ー・ 寺 門 和 夫 ) 


了 記 乱 路 窓 り | 和 ほ コ と ロ の ] 
ぐ 有 は 0 る し 培 條 レン 8 め る “* 
甘 定 ビー ジム の 3^ 盾 忠 隊 電 
疾 ぐ 坦 名 客 悦 下 信 トー ふ 羽 
< 龍 淫 hkG 9 ろ 必 演 征 SK% 守 
ー ロ 窒 告 ぐ 個 旦 結 年 ぐ つい つづ レ 
選定 で お ぐ 記 し 8 な 胃 半 称 逐 0 
宗久 拓 弄 て へ ネー 公家 
ac た eoY た PSJmmk コ た 
つり ろ が 生 ? 束 竹 守 己 6 る 民 月 
ー 邊 一 中 し の 計 友 選 KK タ 一 と で 弄 
ろ 咽 由 会 ox 表土 6 村 問 J 元 涯 
公民 OS 還 区 り ぐ る 本? 舞 
超 員 8 ン ペ 2 0 が 選 介 肪 人 応 ソ 
2x@ 思 喘 局 測 人 燃 更 末 に へ 小さ) 
の ン Q 々 SG の GA 小 
し リー 和牛 一 会 届 列 会 還 例 
の へ 人 9 條 7 WRAEk の 5 な し 博 
訟 mnIQo% 忌 久代 6 号 穫 会 字 
SS 選 6 神 澤 富有 社 記 る 
ne 志 い トト で ベー の ) 下 門 革 ゴ S 員 虹 
公 P ゅ ox@ 9 る で GS 浅 人 療 迄 席 り 
YS 公男 Hto ン る ぐ ト 
へ ホ 記 攻 視 楽 宮 叶 埋立 
まん 1 た し いよ に た まく だ っ さ 
し か 倒 守 移 須 人 の) 思 ー・ 
年 宝 多 人 る 必 時 時 中 班 型 ぐ 味 
M 結 絆 会 赤 愉 しり od6dpY 
葉 記 消 褒 AS mAS 因 る 拒 知 
3OSKG り JJXSne さ し つや 会? 
0 で 絆 章 KK 衝 咽 放 尋 
豆 む で? ふ て で へ G 吾 尋 ミ ーー 


Na 

で 

ME 

・ 暫 

回 

て シン 
< 
で < 
KS 


マル チビ ー ム アン テ ナ 
(日 本 及び アジ ア 主 要 都 市 を カバ ー) 


国内 向け 


モ 
足 
ト 
3 
トト 
選 
崩 


バン コク クア ラル ンプ ブー ル 、 シン ガボール 、 
ジャ カル タ 、 バン ガロ ー ル を カバ ー し ます 


国内 向け マル チビ ー ム アン テ ナ は 、 日 本 (9 地域 ) 及 び ソ ウル 、 
学 三 壇 、 


北京 、 上 海 を 、 東南 アジ ア 向 け マ ル チ ビ ー ム アン テ ナ は 、 香港 、 


つり ぐ 理 03 提 0 ウス 6 屋 7 で 
へ 入 一 た 全く 洪 穫 還 共 " 丸 J<e 
8 電 計 要 G 環 答 加 軸 氏 入 半 人 
し 足 べ 信 ぐ 毅 御 倒 守 お の つつ し < の 7 
MS 人 NKS NrKO 6 の 8 束 
る 生還 介し ods" My 選 全 べそ 
届 ぐ ト へ ホ よ し 甘 邊 は く で KK 一 
と 6 編 由 和合 PyokeS り "で へ ふ ー 
公有 杉 窟 会 和 邊 つっ の 十 愉 細 0 
2 る の JQ し め 総 揚 ぐ 半 る 
朋 絡 人 の ン 記 放 7 倒 和合 ・ 
瓜 く て で と 6 勤 年 | る で る 所 称 
つ 36 屋 倒 MT る TDA は りく 
ほぼ m 選 ロロ の 6 静 程 会 名 て 販 拓 
PaonGaJO ウス 4 本 0 ぐり 7 
汐 地 所 ぐ 連 る 己 の 半 宗門 
公 僚 ぐ ビレ る 6m" 地代 2 季 令 
次 知 つ 醤 " 記憶 ぐ 阜 絡 交 再 弄 
AE" 王 束 会 ぐ 息 器 公 吾 江 
型 り 錠 妖 り 環 ン の)5 甘 組 ら 画 
桃 守 りり "MG 部会 操 衛 和 を 
図 穴 ぐ へ べ 邊 My 守 会 届 に 公 人 ト 層 錠 
しり 6 回 ぐ 届 半 銘 競 由 球 移 玩 更 つ 
丸 六 導 肪 必 り の の 察 門人 め ビ 


広い 地域 を カバ ー) 


アク ティ ブ ・ フ ェ イ ズ ド アレ イ ・ ア ン テ ナ 


(アジ ア ・ 太 平 洋 の 


KOEYOE 
IE ここ 2 


トト 首 世 堪 選 や R ミ ー 


牙 配 トト 慌 窟 し 有人 守 羽 旧 
Q 2 し の る つ 総 つ ン 恒 2 丸 3 
ぐり ゃ 公 * 

革 挟 ビー ジム の 37 っ の 64J2 の さり 人 
公 公 慌 計 竹 民 営団 M 明 幼 ぐ 普 弧 
性 会 租 手 mh9J 2 條 JJ 
am 台 り つ し る *6jm" ほ ー ン ロ 
の し お ので マーO ビ 公 全 の 
剖 沿 避 長 <Q ソ 7 設 薄 旬 会 6 加 咽 
いま SSM いて JRe ま あり 
5 ddH 誠 と 人 Q 二 ぐ 画 轄 ホー ル 会員 
仙人 0 で 6 つ 8 全 NG 王 り 8 人 ト 公 
ト ぐ 固 々 公 べ で 綿 守 の 会 況 選 交 
ご 6 な 拓 丁 " 将 江 " 国 穴 豆 人 ぐ 
名 し ゃ 人 生 り SS お 誤 本 < 
0 ニコ ゴ ニ レ イク た また 
公共 胡 己 瑠 々 る 心 り 8 ど 
XN 和 悪 應 提要 くし 2 ぐし“ 
窟 友 唱 悪 記 丸 福 る 選 会 じゅ Ok@ 6 
DS6mT SG 思 半 史 


、 電 子 走査 型 の 広域 カバ ー ア ン テ ナ 


(アク ティ ブ ・ フ ェ イ ズ ド アレ イ ・ ア ン テ ナ ) を 搭載 し 、 
地球 上 の 約 3 分 の 1 を 占め る アジ ア ・ 太 平 洋 の 広い 地域 を 対象 ( 


向 の 迅速 な 切り 替え が 可能 で す 


上 


マル チビ ー ム アン テ ナ の ほか が!( 
通 1 


『。 生 O や 辻 械 し " 理 
『 倒 財 皿 上 虹 ぬ か 
9 る 心 | 民 写 ぐ 握 喧 人 
、 こく 3 症 - コ ニレ ゴー| 
ms の し お 応寺 のり 聞 計 S 想 ^ 
MM 全 人 邊 寺下 寺地 吾 
り 員 中 会 じ axe ぐ りゃ 
ユー ロロ の 作者 会 0 丸 窪 " 
ト 人 ト ぐ べ ロ の 8 と 0 で 天 
QP ろ 2 丸 代り し? 紛 赴 哀 
S 営 軍 避 補講 し し る 窟 お 
) 。 忌 多 る る 6aJEB3Q レ る 6 
下記 ニコ の 40 ぐ ン で 
2 ぐ 注 国選 くく ーPaoneSP 
生 公 " 
革 定 ビー ジム の 人 篤 挫 紛 つ し る 
:*@ ト へ 赴 で つい ゼ 比 き 邊 りー 
さ ト へ 小 空 8Ko22 ぐ も” ロ 
攻 幸 寺 称 みゆ の OS ター し 叶 飲 尿 
ベー つ な 7 SNNK つ ゆい の 
宗 ぐ ルミ 中 一 スト へ 計っ の 前 
7 ト 僚 トト で 刊 台 己 尋 世 史 ボ ベー 
つり 記 の 3 サー る 物 針 K 層 
祝 還 避 つ ね に へ 上 よ よ りか 人 7 
S ぐ 会 固 介 ター 史 還 守 づつ レ 


/ 


/ 


計る 翌 究 し る 揚 夫 映 下 会 赤 界 
し ore 交 寺 ぐ 無 岩 ぐ 刀 人 S7 骨 愛 
S 豆 wo 押井 ヘ ー ロ ー さ し 
n*@ へ ふ で 人 か ・h HH て KK と に ト さ 
で ・ ト へ ホホ の 所 さ りう 6 生け 
ぐ ト へ 上 ホホ SQ 仙 定 麻 じ ツー 
さ ぐ 選 写 称 対 選 培 ao) 全 0 
6 JSC) 96 で 
員 錯 和 SoRSm 史 一 hG 
りり 余 選 思 じ しゃ" 

世 記 密 圭 ら お 4 で 8 刈 器 人 
SE 人 

写 凡 馬 り る 心 國 〇 ロ N 会 < 
ウロ NG 拓 る 医 愛 源 門 称 下 0 し る 
hGAJ る 人 JJ) セミ 一 スト へ 
小間 札 の ビレ る hG My 会 の 
ル さ 中 守 一 ー ト へ 私 る ぐ 用 中 叶 
史 壮 忌 つ し 拓 避 析 拉 等 和 ) 空 際 つ や 
りり) か 7 SD46O の 葵 租 
る 謀 @ リ ーー 須 肖 の 福 電 
ぐ 公 一 ふ 嘱 曰 倒し 7 K 計 へ 
移 下 <038 拓 味 喘 軍 弄 GK 一 和 を 
公 皇 *%s の 忌 旨 有 料 GS 吉 聞 し 局 
玲 つ *naJkAJ 鍛 右 避 OS 
間 坦 へ 上 居 人 刺 芝 JNNS で 496" 


6 人 ト 込 蛋 人生 ・N HK と ト 
さて で ・ ト へ ホホ 選 翌 解 寺 
因 2 導 還 約 ベー つ レ 2:k@ る) 
っ 人 意 本 ぐつ いも" 


失う 〇 つ し や 所 連 尽 
謀 隊 並 じ ゃ 
他 條 つ 丸 環 選 竣 斑 


尼 記 所 中 じ 富 じ ぐ 組 座 洗 交 
6 会 

所 以 貴 玖 下 る 忍 療 経 和 地 皇 
RS ぐ 吉 叶 絶 編 咽 地 K 中 る 叶 所 
中 咲 林 ぐ 寺 の る nh の 怪 る 
36s7 AO で で G 拓 一 入 移 釣 AG) 
る 心 六 党 ちせ 衣 ぐ Ss 塊 る 中 
愛 上 款 ぐ 民 会 2 く ぐ も ゃ 倒 ^ 皿 愛 床 
公 大 シン 守 選 氏 定 て AKG4J)7 尻 り 
3 で し 鯉 脆 会 末 王 し くさ で 刻 
yS0 レ つ 6 る *6 和 sY り 守 移 午 補 
kB37 宙 竹 巡り 8 鶴 る 凡 愛 千 
や 8 くく ぐも ゃ 公 ^ 半 下 明 光 ぐ 
婁 は お 噂 会 交 選 6 有り 記 6 
りら ぐ 加 叶 じ お る で や る り 骨 愛 史 史 
しろ S 記 も か 全 べ ” 医 ぐ さり 


整備 が 進む 。 


上 : 放 射 試験 (2007 年 5 月 ) 


下 : 質 量 特性 試験 (2007 年 6 月 ) 


N D S 


各種 試験 を 経て 順調 ( 


Q し 出 愛 会 窒 個 つ し つ *ecY? 家 
ぶろ kaJJQ8 っ の の 人 る つ 衣 る 皇 
RW も っ の る うり る 心 当 応 レ つ 尺 ? 世 
ロロ の し お 還 要 剛 争 和 翌 選 天 
償 心 受 加 6 ウ みて ぐ SD 一 さく 
ー つ る が 生 全 SSSー 
さ 3S 当 称 / 補習 し hG4)/) 
Q し ポ 編 マン 六 しょ G り 民 や 
8 具 ン ph9T Mn へろ で 中 天守 昧 
人 し an の で 候補 填 和 鹿 線 つ 6 
つ お 5 選手 層 給 G 四 愛 可 称 時 の 
翌 図 つつ し お 志村 じ 忌 人 S じ ぐ り ) 
し ゅ ゃ " 

履 記 選 志 所 りら 写 お ぶり“ 強 圏 8 
ろ 23640 店 邊 6 し 法 し る 6 会 
革 挟 で 叶 脱 % 震 Sd お 入谷 
0 つり ” 1 寺 ぐ 無敵 全品 角 忠 淫 ぐ 
店 牌 は くべ でろ が ev 倒 穴 
選 人 5 括 党 年 坦 や へ ふ ー ぬ 当 ソ ” 編 
由理 地 地 や へ ペー ロ 手 刷り 選 
も 路 染 愛 計 団 座位 じ ぬ つ ^ 
HH 公 入居 つつ し 中 人選 生 Q 記 衝 


や や" 

尼 記 ビー ジロ の り 表 つじ 4 や 
8 宮 定 史 8 交 民 人 

甘 定 エン ロ の 会 ゴ で の 加 因 


間 下 0 8 で へ 入 一 人 Jo の 
ぐ 余 憶 二 さて へ ヘー 人 ー 臣 り 回 
る りら 選 お 0 PySKVSG 翌 
詩人 会 つ レ On で り 材 ンス J| に 
つづ お る る) 還る 96? 4 て へ 人 入 一 
9 思わ レネ 稔 加 写 宮 誠 完 
公 し aonerenD SR つ お 5 8 ン 
% で ぐ べ ロー の 和 須 で レ る 
FCSC/ 細 ニコニ レイ 122I く ro と こす 
し 年 横 ぐ る て へ ヘー 公記 
⑭ ぐ 学 環 避 胡 渦 P%oxe か せつ 
8 うちゃ て? 


連 測 表 あ A さ 地 は 海 | サ 
し 定 面 る の れ 革 N 氷 〒 イ J 
た すか " セ た 観 A の と ト A 
債 る ら 4 ン A 油 S 様 い ーX 
報 セ て 放 M サ M 衛 A 子 うに 4A 
を ン 射 5 1 S 星 へ を べ は の 
得 サ さ R が R 呈 米 公 1 エー 
る | れ | 取 | A 国 開 ジ 北 北 
こ で る EE 得 Eq 航 し が 極 極 
と いい マ は し と u 空 て ぁ 半 閣 
が 主 イ 大 た い 。』 宇 いり 和 肖 研 
で に ク 気 デ う 一 箇 る 水 究 
き 水 や | J に 局 * 毎 モウ 
る に 波 地 タ A 搭 一 と 日 ニ ェ 

関 を 来 で X 載 の れ の タブ 


AMSR-E が と ら え た 2005 年 9 月 22 日 ( 左 ) と 2007 年 8 月 15 日 ( 右 ) の 北極 海 の 海水 状況 。 


2007 年 は シベ リア お よび 北ア メリ カ 海 域 の 氷 の 減少 が 目立つ 。 
※ 南 極 が 雪が 降り 積もっ て で きた 平均 約 2000m の 厚 さ の 水 床 で お お われ た 大 陸 で ある の に 対し 、 


北極 海 は 厚 さ 3m ほ どの 海水 で お お われ た 海 で ある 。 この 北極 海 を 夏 に お お う 海 水 の 面積 が 急激 に 減っ た と いう 現象 は 、 


単に 大 気温 度 の 上 昇 (温暖 化 ) が 原因 で 起こ っ た と 即断 すべ き で は な い 。 


北極 海 の 海水 減少 に は 、「( 水 が ) 溶 ける ]、「( 氷 が ) で き な い 」、「( 氷 が ) 北極 海 か ら 出 て いく ] の 3 つの 要 
「 と ける 」 と いう 視点 だ け で な く 、 他 の 2 つの 減少 要因 に も 視点 を 向け な けれ ば な ら な い 。 


TERRA/MODIS 
2007.06.09 
R:S58nm, G:858nm, B:646nm 


2005 年 6 月 8 日 ( 左 ) と 2007 年 6 月 9 日 ( 右 ) の MODIS に よる 北極 海 の 画像 。 
2007 年 の 画像 で は 、 多年 水 が 崩 壊し て 、 で きた て の 薄く も ろ い 氷 が 北 に 広がっ て いる の が 確認 で きる 。 


四 


が ある 。 
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R:858nm, G:858nm, B:646nm 


〇 o 臣 の ロロ G 腕 つ 〇 コー の 6 周 昧 7 
ょ JG 回 届く ター 和 を 生 題 り 測 6 か 0 
で 会 民 8 ひど お 2J38 箇 党 つ ウ スズ 
お ” 地 33 人 JG 湯 党 ぐ 回 買 ! り 会 
選 過 謀 G 器 器 り の で し 天 押 妥 
tt いさ 

[ 旭 芝 G 回 性 還っ 3JD っ ) 
ぐ 代 属 如 し か 全 / 回 庫 呈 あび 
し GS 選 移 会 祝 07 表 吐 移 ぐ 
堅く 湿 穫 会 王 箕 り 思 で りり) で し 
y^@T JJ で りり レー 8 逢 邊 ぐ 
所 栄 堂 員 公 富 neQ SS" 近 く 楽 泊 
Xs 応じ つつ 36 中 GS 間宮 や 
っ 擬 ※ ぐ 部 惑 会 沸く ぐし スン 6 ぐし 
直る 瑞 田 ミー か ユー ネー 組 
N@” 回 尾 @K タ 一 和 を 色 測 % 民 8 
で お 守 層 届く 環 設 記号 型 *O 
PX 

[ 宮 還 ロー へ 人 ト 表 半 を 所 
ペ 尿 末端 還 6 で お 62J で 3 
愛 、 と 答 り お 翌 恒 奥 全 8 写っ 


ツジ 宮 ン 胃 、 り 入 宮 うり 守 お ぐし 
| 

\J で し 誠 斑 沙 り 国 ン と や で いく 
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公選 庫 つい" 議会 ろ 定 G 軸 く 滋 鶴 
つっ つ スン や つり 7 お じ 6 式 
3" 瑞 喘 軸 営 称 球 つ し 宰 く 褒 
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こおり や 篤 召 嗣 * り お お 包 / 陣 G 
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1 ご ん (RSISN ご ZS 
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臣 に 尽 全 の 下り く で 会 璧 4 和 
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い お ” 軽 固 志 午 や へ ネー6 宮 宮 人 
ー%*as 正 くし 澤 条 を 轄 G 全 守 
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の ーー くり に = ニ SYSNIII4 
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[ ] 嘱 必 腕 つ コー の 個 窯 し 37 


北極 海 の 観測 船 か ら 撮 影 し た 海水 。 


(提供 ・ 海 洋 研 究 開発 機構 ) 


2003 年 8 月 31 日 ( 左 ) と 2007 年 8 月 19 日 ( 右 ) 
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す お 動物 に 


北極 海 の 海水 の 減少 は 、 北 極 圏 ! 


1 べつ つつ 6 で ONJ 3 けけ 8 忌 
| 

凡 謀 G 思 水色 2 ひつ し 完 ン 完 
い ウ スン 6 挟 約 民 密生 xy@ り 3267 ら 
マ 有 の ロロ 〇 祥 束 骨 男 に で や うろ 
)@ 宮 時 を 宮寺 計れ で SU-6h@ 


回 妃 人 ト 一 7 
ES 
人 トー ふっ 8 旦 < 
つ ^ 下記 り 幅 
記 sS@tJ) り 某 
邊 品 表 % 計 第 肖 
公 SN" 

SEN 
回 人 一 xs 束 
つじ 2 本” 環 
田 *90 ぐ や 心 り 
臣 *wa6 ン 思ひ 25 民 雪 や y 
GS 人 和 一 系 会 28 人 SS 思 
癖 と リ 3) 全 P%X@ し つる 心 | ) 村 
諸 東 到 33xnY 珈 田 や ミー トニー 
ペー 人 Y 穴 ” 局 窓 団 記 前 圭 器 
「 仙 る 1S 條 一 入 計 人 Jp 写 医 つ 
いく 

出 選 ぐ 庶 パ ポ 栓 未 8 っ )-S 
2JI 計 つつ 4 ゆで" JAJSO 全 軸 茶 
介 息 飼 つ や 玲 守 8 ポ 天 夫 WW 
や いく で っ 革 宏 会 避 人 お 愛 必 
ポン RhG 豆 宏 、 り 釜 守 つ いつ 
だ 公民 党 拉 因 吐 舞 ぐ ゴ 味 有 
DACsY 近田 ミー か ユー ペー 
Si 畠 下 で 587 「 補 弁 爆 翌 
宙 咽 隊 SS バ 司 拉 陵 、] nhJ) 
USxQ" 

直り 近 軒 3" 憎 型 諾 SS 較 江 
g 選 必 ロ ロロ の ( 岡 普 財 時 ) 己 親 
SS@" ら る で 有 の ヒロ 〇 うい ママ 
ぐ 才 枝 6 の に 民 向 @ 准 淫 玉 
0 紅 そ ヘ ヘーuheso 民 議 有 し 
S 松 S り いろ うじ @ 避 菩 全 沸 くく しく 
マト JAJS 宗 症 つ お る? 

( 層 豆 ・ ヽ 世 配 中) 


使用 し て いる 
度 、 海流 、 


測 に 
海水 上 の 気温 、 気圧 な どの 測定 が で きる 。 
(提供 ・ 海 洋 研 究 開発 機構 ) 


JAMSTEC が 北極 海 で の 継続 観 
自動 観測 ブイ 。 水 深 250m ま で の 水温 、 塩分 濃 


E3。 ミッ ショ ン へ 向け 、 宇 宙 飛 行 士 は 
"*" どん な 訓練 を する の ? 


国際 宇宙 ステ ーション に 搭乗 の た め の 
訓練 期間 は 22 か 月 程度 ( 約 2 年 ) で す が 、 
宇宙 飛行 十 は きわ め て 多忙 で す 。 アメ リ 
カ と ロシア を 往復 し な が ら 訓 練 を 受け る 
ほか 、 約 2 か 月 は カナ ダ や ヨー ロッ パ 、 日 
本 で も 訓練 を 受け る こと に な り ま す 。 と い 
う の は 、 カ ナダ の ロボ ッ ト ア ー ム 、 ヨ ー ロ ッ 
パ の 「 コ ロン バス ] 実験 棟 、 日 本 の 「 き ぼ 
う ] 実験 棟 の 訓練 は 、 各国 の 宇宙 機関 に あ 
る 専門 の 訓練 施設 で 行う か ら で す 。 筑波 
宇宙 セン ター に は 今後 、 海 外 か ら 多 く の 
宇宙 飛行 士 が 訪れ る こと に な る で し ょ う 。 

これ ら の シス テム や 実験 機器 の 訓練 で 
は 、 各 クル ー が 国際 宇宙 ステ ーション 上 
で 受け 持つ 役割 分 担 に 応じ し 、 それ ぞ れ に 

合っ た レベ ル の 訓練 を 施さ れ ま す ( 世 
界 各 国 を 旅 す る の は 魅力 的 か も し れ ま 
せん が 、 宇 宙 飛 行 士 は 約 半年 は 家族 と 
離れ て 暮らし 、 異な る 時 差 に 対応 し な が 
ら 訓練 を 続け る た め 非 常に 過酷 で す )。 


の 7 
の 


筑波 宇宙 セン ター の 「 き ぽう 日 本 実験 棟 の 訓練 で 、 
ロボ ッ ト ア ー ム の 組み 立て 、 起動 手順 の 訓練 を 受け る 
若田 光一 宇宙 飛行 士 (2006 年 1 月 ) 

その 飛行 士 が |「 ユーザー] 
レベ ル で よけれ ば 、 実験 機 
器 の 簡単 な 操作 (試料 の 入 
れ 替 えな ど ) が で きる 程度 
の 訓練 に な り ま す 。 その 上 
の | オペ レー ター| レベ ル で 
は 、 通常 運用 の ほか に 、 ち 物資 を 区 震 交 織 (ATM260 
ょ っ と し た トラ ブル へ の 対 (C)ESA/DLR 半 二 り 42MMyyoyg 
処 も で きる よう な 訓練 を 行 
いま す 。 さら に 上 の 「 ス ペ シ ャ リ スト ]」 
レベ ル に な れ ば 、 故障 し た 箇所 を 自分 で 
修理 で きる よう な 高度 な 専門 知識 と 技 
能 を 身 に 付け な けれ ば な り ま せん 。 

日 本 人 宇宙 飛行 士 は 「 き ぼう | に つい 
て は 、 当然 の こと な が ら ス ペ シ ャ リ スト 
に な ら な く て は な り ま せん 。 た だ し 、 
祭 宇 宙 ス テー ショ ン に 日 本 人 宇宙 飛行 士 
が 不在 の 時 に は 、 アメ リカ 人 宇宙 飛行 士 
が 「 き ぼう ] の 運用 ・ 管 理 を 代行 し ます 。 
その た め 、 彼ら も | き ぼ う 」 の スペ シャ 
リス ト と し て の 訓練 を 受け ます 。 

た だ し 、 いずれ の レベ ル で も 訓練 に 用 
いる 設備 な ど は 共通 で 、 受け る 講義 や 訓 


ドイ ツ に ある 
欧州 宇宙 機関 (ESA) の 
欧州 宇宙 飛行 士 タ セン ター で 、 
国際 宇宙 ステ ーション へ の 


練 内 容 の 深 さ が 異な る の で す 。 訓練 の 進 筑波 宇宙 セン ター の 「 き ぼう] 日 本 実験 棟 の 訓練 で 
4 エア ロッ ク 内 の ロン チロ ッ ク (打ち 上 げ 用 の 固定 ) 解 除 手 順 を 訓練 中 の 
捗 】 況 は 各国 の 訓練 担当 ヵ 集 ま る 会 議 若田 光一 宇宙 飛行 士 (手前 )(2006 年 1 月 ) 


で 把握 し 、 限ら れ た 期間 内 に きち ん と 履 
修 で きる よう カリ キュ ラム が 練 ら れ ま す 。 
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軌道 の 全体 図 


月 の 公転 面 上 か ら 見 た 
「 か ぐ や ] の 長柄 円 軌道 の 軌道 面 は 赤道 面 か ら 


約 30 度 傾い て いる 。 


\* 月 軌道 外側 の イラ スト は 、 地球 か ら 見 た 月 の 満ち 欠け 


40 


4F 


| コ 


月 か 
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当 コロ 


打ち 上 げ -・ 衛 星 分 離 

H- TA ロケ ッ ト に より 10.5km/s ま で 加速 され 、 
周期 約 5 日 ・ 遠 地点 約 23 万 km の 長 枯 円 軌道 (第 
1 周回 ) に 投入 。 


己 】 太陽 電池 パドル な ど を 展開 
太陽 捕捉 、 アン テ ナ 展 開 、 三 軸 姿 勢 制御 確立 な ど 
を 行う 。 


選 】 マヌ ー バ (軌道 投入 誤差 修正 ) 
「 か ぐ で や] の 位置 や 速度 を 電波 を 使っ て 精密 に 測 
定 。 それ に 基づい て スラ スタ を 噴射 する 方 向 と 
量 を 決め 、 命 令 を 送り 、 軌 道 の 調 整 を 行う 。 


忌 》 マヌ ー バ (周期 調整 ) 

第 2 周回 で は 遠 地点 約 40 万 km で 約 10 日 の 周 
期 を 持つ 本 円 軌道 に 投入 され る 。 月 まで の 平均 
距離 は 約 38 万 km な の で 、 それ よ り 遠 い 位置 ま 
で 到達 する こと に な る 。 第 1 周回 の 終わ り の 近 
地点 (ペリ ジ ) で の 噴射 量 を 調整 する こと で 、 第 
2 周回 の 周期 を 変え ん る こと が で きる 。 第 2 周回 は 、 
月 軌道 投入 の 精度 を 高め る と 同時 に 、 打 ち 上 げ 日 
の 変更 に 伴う 軌道 の 違い を 調整 する バッ ファ ー と 
し て も 機能 ずる 。 


1 


3 マヌ ー バ (月 周回 条件 調整 

月 と 「 か ぐ や ] が 正確 に 出会う た め の 条 件 の 微 調 
整 を 行う 。 ゴ ルフ で いう アプ ロー チ シ ョ ッ ト に 相 
当 する 。 


人 月 周回 軌道 投入 

地球 に 対す る 月 の 公転 速度 は 約 1 km/s。 いっ ぽ 
う 月 軌道 投入 前 の 「 か ぐ や 」 は 約 100m/s。 月 の 重 
力 に つか まえ て も ら う た め に は 、「 か ぐ や | を 月 の 
公転 方 向 に 沿っ て 加速 する 必要 が ある 。 走り 込 
ん で くる 自動 車 に 飛び 乗る よう な 、 カー スタ ント 
さながら の クリ ティ カル な 瞬間 だ 。 長野 県 臼田 ・ 
鹿児島 県 内 之 浦 の JAXA の 大 型 ア ン テ ナ か ら 月 が 
見 えて いる 間 に こ の イベ ント が 起こ る よう 逆算 し 
て 、 軌道 設計 が 行わ れ た 。 


子 衛星 分 離 

この 後 、 リレー 衛星 と VRAD 衛 星 の 2 機 の 子 衛 
星 を 異な る 高度 で 分 離 、「 か ぐ や | 主 衛星 は その 
後 も 徐々 に 高度 を 下げ な が ら 高 度 100km の 円 軌 
道 で 観測 準備 に 入る 。 


グン 


4h 宰 本 ロー ふ ホー ロマ ズ コ の マテ 606 忠 誠 ・ 箕 庄 
| 


々 6 ) や ぇ へ ひ 
9 296 


今 ヽ ーー ツア 

し が 

QO ら ぐ 世 て 忠 下 記 め 0 二 Q で 県 半 早 京 培 凌 共 囲 [ 選 っ 0」87「 エー の 財 」 ( く へ ふ ロ > 下 私 必 装 終 皿 や \)) 

「 マ > ンー- へ 」( 理 絆 避 國 上 橋 拓 吉 志 N 諾 )GNDG 求 着 や \ ホ ーG 革 伴 ペー ペー 選 枯 D し 咽 悦 ・ 了 回 16:Q 和 怠 寄 し on 
[< コ の マ 」(NHTK 和 EN さ て 民 情 コ く へ と 4 ロ 和 馬 口 ハー ペー) 哲 旋 つ し っ ep? 

IJGn マコ の て" 翌 馬 を 芝 * ※ ゴ ヨ 枚 0G 

ド 共 纏 ※ 暫 G 恋 困 押 相応 具 才 つい し" に ちこ 時 半 こてつ の < トー Ne 
生か ー い 、 て | い ー JE 知 おら 選 器 人 軍 多い お 会 叙 
豆 陣 つつ 京 翌 誤 税 准 図 全く や 呈 幼 っ て へ く へ て Me6 つ 7 如 拉 *O" 導 給 ypwG 峰 設 雇 
ト FJGL マコ の マ CG 弄 詳 税 詞 図 人 HI 
3J66QBO ン GSN0G 人 SB0S レ 7 230」6 臣 ロ ュー ネー [ロマ ロコ の マ 眉 し 凌 選 周 | G 同 来い ン e り 27 層 
27 書 錠 四 ら 人 人 US 革 庄 押 公 弄り 人 穏 G ト ー ゃ 


の 


須 XGC レ る)Q 介 は いろ し 心 公 鋼 


咽 田 「 師 | 8 公 計 中 拍 へ 臣 
朱 し 宮 家 JiE ひ レス が 征 " 休 一 入 
咽 し る ろ 愉 っ ) 埋 加 O の の 先生 エー 
ンス "Ga 案 半 中 集中 
コ の マ 可 ぐ 人 トー し "で 36 
りー の 有 じ しら 記 ハー へ で ンジ 
ピロ ローQSSR ペ 一 へ "や つ ピ 
呈 で コ の マロ し しき 康 ふ ー へ 政 い や 
か (NG らら に 叶 に 式 並 下 )* 
ooR ハ 一 へ 包 末 沿 G 剖 押 人 めく 
ー も 6 か 人 所 っ お る の 四 
ン い 2 人 トー ペ 秩 認 つ いく x9h) 
うり 8 選 36 

NmG 王 処 計 層 肖 G 多 3 


む し 8 慰 滝 伝 型 Jye 紀 人 


| 
= 必 
寺 人 Ya っ お ろう 遇 く 本選 全 会 ーwap 氏 穴 り 4909 で 人 " 
| 紳 ご 時 半生 NN5 つ お "時 得手 ロ 1 いろ し HH 8J-2UH 較 Sh 
5 は 4JS ン ろく 悪 完 全 や 9 ソス NeQ 一 入 人 NON レス 59) ろ 條 も 
財 所 諾 旦 し つや 心 会 p* 


喘 田 中 マコ の ママ 8 有 党 球 選 束 
pyG 下 S23RSSEKNeNetJ) 介 
06 和 JRN さり 臣 く yeG3 
多聞 並 人 40GUJ う や" 閣 型 パ 避 ・ 
to 缶 計 ・ の 押 避 ・ の 押 り る 心 
onG 巨 所 し 寺家 交 つ し ろ % 二 " 
8 の ^ コ 回 G 宗 家 と し パー 組 虹 G 
思 負 つ 会 各 we6 和 PS" 国 志 ご ゴ ・ 
to 取 し 8 凸 手相 団 さ の 宮 光 くく ー 
つく ス 尼 生 ) ③・ 押し 選 の 
避 ・o 凶 し 芝 ま も か (に 屯 尿 
下 )" あ ・m の 投 当 寝 思 中 シン ロ 尾 
ddH 団 玉 く ー も oko うり 明る が 
Mk も 翌 骨 全 弄り) ひし 7 王 


「 だ いち ] の 合成 開 ロ レー ダー「PALSAR]( 矢 印 部 分 ) と 観測 イメ ー ジ (想像 図 
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a し 干 
上 て 渉 岩 源 「) 得 Chincha Alta 
て 処 2 ] 
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(c)JAXA,METI Analyzed by JAXA 


2007 年 8 月 16 日 に 起き た ペル ー 地 震 の 観測 結果 。 
青 一 黄 一 赤 一 青 の 順 番 の 色 変 化 は 地面 が 隆起 し て いる こと を 示し ます 。 
岩 源 地 周辺 に お いて 、 最大 約 1.3m の 隆起 が 見 られ ます 


マス ター と 比較 用 の 画像 を 干渉 さ 
せる と 、 この よう に 非常 に 細か い 
結 が 現れ ます 。 この 中 に は 、 2 つ 


の 軌道 が 離れ て いる こと に よる し 発 は じ で て こ 島 て 場 測 る に 越 
稼 仙道 )、 地 形 が 高 き を も っ て い 生 で 角 欄 い っ 国 い 合 貫 | も よ 地 沖 
いる こと に よる 結 (地形 縛 )、 そ 作 き 所 っ 全て た も 果 58 過 う 帝 地 
他 の 和幸 導 が 正しく な いこ と 、 | の ま の て 志す は わ 地 が 月 か や に 変電 
水蒸気 、 電離 層 に より 電波 の 進む 夕 で せ デ い に ぐい け 震 発 16 ら 高 な 動 の 
0 を きき ああ | る を に いで 発表 日 計り 図 時 
速 さ が 場所 に より 異な る こと に 撮る が ※ タ か の いそ す 生 き の フ さ ま を と 
この 結果 、 等高線 地 芝 変 動 の 結 よる 縛 ) が 含ま れ ま す 。 これ を 1 時 だ とら で を 場 検 う ね 前 れ ペ を す つ 同 
が 現れ ます 。 つ ず つ 取 り 除 きま す 。 けっ うな 音 所 で * の キル ス くい 
て け * な 調 所 索 で "の ま 補 上 
| 早 そ け べ を ソフ す デレ 」 を きよ 
違い の れ ま ょ て ) 吉 間 除 止 うつ 
上 ぎ 後 ば 8 * 須 
地形 縛 の 補正 を 期 は し の を 寺 が で 去 し ぷに 
つう に 地 比 * 角 使 が 撮 こ も る 
く 新 震 較 同 度 つ 起 れ の 観 きぐ 
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と た ょ と ま R 稚 こ と す 行 す ら の 潮 レ わ 
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回 わ ん と て 身 し い 面 差 ず れ ・ 地 ・ ま ダ で 
像 ず 人 こい と た の の と る 実 面 地 す 」 す 
の ま 寺 の ま 地 デ で 距 い 2 の 際 の 寺 こ は “ 
差 っ 纏 差 す 面 」 す 離 う つ で に 動 発 有 衛 
に た 款 が * と タ が の の の す は い 生 孝 星 
は く 出ろ の に いい 差 は 画 か ど と た 前 千 と 
oe 46 同 常 て つ 距 は P で い 像 "の 量 後 淫 地 
の 間 間 と る 画 の PL と A 閥 う 和 加地 仁 ピ 
人 な 還 軌 こる 画 人 4 差 う 知 剖 理 
革 こ の 道 と わ 像 全 A S 少 上 を な る 離 ご の 
地殻 変動 に 近い 画像 が 得 られ ま 嘘 を こけ の 報 上 LA し S と 処方 の と 距 


す 。 「 だ いち 」 の 軌道 (精度 40cm 
以内 ) は 昔 に 比べ て 格段 に よく な 
d り ま し た が 、 そ れ で も まだ まだ 
SAR 処 理 の 画像 ! は 地図 と は 少し 不 十分 で す 。 そこ で 、 地形 が 変化 
離れ た 形状 を し て いま す の で 、 最 し な か っ た と ころ を 参考 に し て 、 
後 の 修正 と し て 地図 に 合う 処理 高 精度 軌道 修正 を 行い ます 。 そ の 
(地図 投影 と いい ます ) を 行い 、 最 結果 が 、 こ こ に ある 最終 の 一 歩 手 
終 版 と し ます 。 前 の も の で す 。 
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し た が 、 こ の 号 が 出る 頃 に は 、 ず いぶ ん 涼 

し く な っ て いる こと で し ょ う 。 さ て 、 そ の 
まさ に 猛暑 の まっ た だ 中 だ っ た 8 月 7 日 。 東 京都 千代 
田 区 の 一 橋 記 念 講堂 で 開催 され た [国際 宇宙 ステ ー シ 
ョ ン 利用 計画 ワー クシ ョ ッ プ 」 で の 司会 を お お せつ か 
り ま し た 。 曖 露 部 ( 船 外 実験 プラ ッ ト フ ォ ー ム ) で の 
研究 に つい て は ある 程度 の 予備 知識 は あり ます が 、 今 
回 は 船内 実験 室 で の 研究 が テー マ と の こと 。 畑 違い の 
微小 重力 下 で の ライ フサ イエ ンス 実験 や ら マ ラン ゴ ニ 
対流 に つい て 、 本 番 ま で 勉強 を 重ね まし た 。 

いよ いよ 迎え た 当日 。 司 会 と し て は 講演 者 の 紹介 と 
会 場 か ら の 質問 の 受け 付け が メイ ン で す が 、 専 門 的 な 
質問 が 続い て 研究 会 ぎく な っ た り 、 逆 に 質問 が 途切れ 
た り し な いよ う 、 自 分 で も シロ ウト 質問 な ど し な が ら 
進行 し て いき ます 。 国際 宇 宙 ス テー ショ ン 内 部 が ハイ 
ビジ ョ ン 画 像 で 紹介 され た 後 は 、 山 崎 さ ん と の 対談 で 
す 。 

日 本 人 宇宙 飛行 士 が 「 き ぼう 」 の 打ち 上 げに 向け て 
準備 し て いる こと や 訓練 の 内 容 に つい て 話し て いた だ 
き 、 会 場 か ら る 質問 を 受け 付け て いき ます 。 高校 の 教 
師 を し て いる 方 か ら 、 子 ども た ち へ の メッ セー ジ を 求 
め ら れ た 山崎 さん 。 

[宇宙 飛行 士 は 1 人 で 成り 立つ 仕事 で は な く 、 チ ー 
ム 全 体 で いか に いい 仕事 を する か と いう こと が 大 切 で 
す 。 チ ー ム に は 研究 者 、 エ ンジ ニア 、 医 者 な ど さ ま ざ 
まな 人 が いま す 。 皆 それ ぞ れ が 得意 な こと を 持っ て い 
る か ら 、 チ ー ム に 貢献 で きる ん で す 。 だ か ら 好 奇 心 を 
大 切 に し て 、 得 意 な と ころ を 伸ばし て ほし いな と 思い 
ます ] 

山崎 さん 自身 は 、 小 学生 の 時 か ら 宇 宙 に 興味 を 持っ 
て いた そう で す 。 ま さ に 幼い 頃 の 気持 ち を 失わ ず 、 
[得意 ] を 伸ばし た 方 な ん で すね 。 


て つも な い 狐 暑 に 上 わ れ た 2007 年 の 夏 で 


国際 字 宙 ステ ーション 
利用 計画 ワリ ー ク ショ ッ プ 
の 司会 に 挑戦 ! 


宇宙 飛行 士 ・ 山 崎 直 子 さん と 対談 


宇宙 飛行 士 と し て の 訓練 で 辛かっ た こと に つい て う 
か が うと 、 

「 語 学 の 勉強 、 体 カト レー ニン グ 、 プ ー ル を 使っ た 
無重力 訓練 な どい ろ い ろ な 内 容 が あり ます が 、 い ちば 
ん 大 変 だ っ た の は サバ イ バ ル 訓練 で す 。 寺 が 降り 積 も 
る ロシア の 森 で テン ト を 設営 し 、3 日 間 訓練 する 、 ま 
さ に 極限 状態 で す ] 

そん な 日 々 の 中 、 実 際 に 宇宙 へ 飛び 立つ まで 緊張 感 
を 保ち 続け る た め に 必要 な こと は 何で し ょ うか が 。 

[宇宙 飛 行 士 と し て 選抜 され て か ら 宇 宙 へ 行く まで 
に 10 年 くら いか か り ま す 。 そ の 間 は ペー ス 配 分 も 重 
要 な の で 、 マ ラ ソ ン に すご く 近 いも の が ある と 思い ま 
す 。 そ れ と 、 た くさ ん の 人 と 出会っ て 一 緒 に 仕事 で き 
る こと が いい 刺激 に な っ て いま すね 」 

ワー クシ ョ ッ プ は 午前 10 時 半 か ら 午 後 6 時 まで の 
長丁場 で し た が 、 い ろ い ろ い い 刺 激 が 得 ら れ た 一 日 で 
し た 。 会 場 の 外 は た い へ ん 暑かっ た で す が 、 寺 が 降り 
積もる ロシア の 森 よ り は まし で し た し 。 


Seiichi Sakamoto 
宇宙 科学 研究 本 部 対外 協力 室 教授 。 
専門 は 電波 天文 学 、 星 間 物 理学 。 4 月 に 対外 協力 室 に 六 任 し 、 
宇宙 科学 を 中 心 と し た 広報 普及 活動 を は じ め 、 
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aJE る 8 会 G 東 めじ る 補う 
S3^ 編 二 SS で HG 人 8 釣 
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うろ 心 有り うしお ポン ソレ "直紀 シ 
タン 3 ぶら も しゃ 地 司 し 半 弄 y9 
穴 く nr Mn いく で お 太っ J94J4m セ SG 
S ぐ 会 や と レ SS 和 5 や 8 
る ? 計 電 天 回 琵 セ mke 補足 倒 
入 了 G ぐ 会 弥 胡 0 し 人 8 ン リ お 
っ PS4 ニ XS7 た 1 の ん に 

信二 蛋 閑 和 提 e レ る 0 っ J” AA 
る で ぐり) 叙 共 赴 選 マン 会 he ぐ 
3) ろ Y 

米 党 ぐね SG 究 @⑱ し 交 選 会 
の DQ ゼ べ 騒 つる 必 聞 団 会 赴 % 


言う を か 2 る" ツ つ し 中 れ ら で 所 ヨ に 所 衣 ロ 生 人 SS 人 0 也 人 記 人 SR 記さ る じ る 
せら らら の 年 の 泥 全 店 ho4Nute ロ ロ つ cty 守 生 湿 0 VS 選 細 47 東 音 ま 記 天仙 
「 幼 ] ざ つじ 或 つ WeS Po 層 敵 較 Ao 名 へ の つ 入 弄る 鉛 宰 直 人 め レ 2 い 0J2 還 う まる 時 に 
SE MG 紅玉 ン WS 入 JUo ロ 宮 23 つの Ab 寺 舌 つ は ロン ン S で レス 19 障 衝 症 や せ 選 め 
レ 2kG つ る の 写 宇 人 Sr" 0 介 HG 革 半生 0 尺 ” 注記 MD だ GEAAO は ON NNNCGJAJNS 想 対人 馬 じゃ る 
0 し お 夫人 40 る つろ "っ 公 お し GPS0 ス AO 人 曽 撤 癌 レキ ロコ 
品 全 2 の 7 や ゲス 和 を 改 で 一 ( 層 穴 ・ 区 HU 還 中 杭 ) 中 ヨ w 凡 ピン さ 
ベー" 趣 S0G さ へ 色 朗 所 祥 
「 具 し っ の 7 提 町 KO の の お レ ろ yeNyo る 
人 SN6 和 mtS7 RS て HGYS03 りつ ゆ 字 畑 し 赤 咽 人 ぬ 革 つ 慰 ^ ぞ 
日 多 物 1SAS 党 し 7 計 会 各 半 G 人 ロ 宜 誰 " 坦 球 会 還 そり 和 h 刀 
会 る つる 26 ぐも あい 」 写 貝 ぐ 王 も 購 筐 生 Ke5 SS 還 剛 半 
せる 1 回 店 上 革 伴 つ き SH る 0 や る る で 採 NGS 和 AR こ を 間 剛 は 抽 
る 灯 室 し 4 りや 理 生じ 人 S 。 「 つ らら < 可 総 し 品 壮 re 時 さこ ン g 半 較 で <-、 。 ミン 
YO OADNvGT66G 冶 weARYKO へ K ホ 9 壌 還 hy し ロー の の すさ 上 ン ” ン ン 詳 議 ヽ ヽ 、$ ささ 
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mke りお し 人 る うし つる 條 っ 敵 の 本 。 4 < 半 
RS し /“ ae 四 ミ 5 
后 に ホセ 7 の 人 と で し SHNKS マン ks M \ 4 し 8 ト 
包 細 お 芝 *vcsSJ JO 会 心 宏 人 る Sh 他人 二 王 潤 上 同 紀 い ド 還 有 上 M 
で っ 間柄 や 公 若 PPmRRN の Go の S せ ポン SS る 藤 ポ * ミ qa 前 る 
SNE マヨ ン Nelort 要衝 KW で: が 3 8 
NR SR 半 。 「 べ 肪 コ ズ 公 ー 上 ロロ 補 nRHNK お 0 ヽ 、 ノー に 
苦い 2 に 閉所 衝 の つら ら こ ヘー ペ ※ せ ーー らら 導 記 生 衣 NN へ 回 * 2 人 き 
間 久 さも き 提 に ヘー さ 人 且つ つが ep H2S き 和 SS くく ー ン ン 組 こ US 時 る 
導電 狼 NG 加 一 本 選 和 ロト ヘー" 倍 晶 和志 き 東 東 上 ト 特 す に 本 


ドア 
レー 
ィ フ ーー 


ロロ ロ JE ビ ピピ T 
IINFORIMATION 


一 ーー 
上 昇 中 の 機体 に は ロケ ッ ト 打ち 上 げ 時 に 見 られ る 症 
リン グ 状 の 雲 (衝撃 波 ) が 見 える H-TA ロ ケッ ト 13 号 機 の 打ち 上 げ 


て 回 ち が は 打 約 し A 衛 種 ( 議 本 申 g 
い 軌 上 民 " ち 45 た ロ 星 子 月 d 
INFORIMIATIO ロ IN 導 は 明 せ 上 分 エク 吉島 目 早 周 3 
ノ お ー NRN こ 投 で ) 後 フス 、 SN 
赤外線 天文 衛星 「 あ ぁ かり] が ま AAWIEEETSWHES 向 5 
時 ょ に か 人 此 さ ] 9 
小惑星 イト カワ の 人 まま ル すき 
角 測 に 成功 ま て に 0 ッ ま ざし を 報社 
iiWUIGE あ 間 の 0 HP の どす | 時 
隊 大 文 箱 早 「 あ か り ] は 7 月 靖 後 と 計 た 分 号 了 た ら 分 】 ち 
相 | 、 小吉 早 イト カワ を 観測 し 、 行 月 る 上 今 於 機 吾 芽 出 01X 
その 撮影 に 成功 し まし た 。 イト カ っ 周 半 げ ば 回 は ほ ま mm 回 槍 A ト 


ワ は 、 小惑星 探査 機 | は や ぶさ 」 
が 目標 と し て 飛行 し 、 一 昨年 9 月 
に 到達 し た 小惑星 で す 。 その 後 
| は や ぶさ 」 は 、 2010 年 の 地球 帰 
還 に 向け て 今年 4 月 末 に 小惑星 イ 
トカ ワ を 旅立っ て いま す 。 この 写 
真 は 、「 あ か り 」 の 観測 装置 の 1 
つ で ある 近 ・ 中 間 赤 外線 カメ ラ に 
より 、 波長 7 マイ クロ メー トル で 
提 え た イト カワ で す 。 

今回 の 「 あ か り 」| は 、 地上 観測 で 
は デー タ を 取得 で き な い 部 分 も 含 
む 複 数 の 赤外線 波長 帯 で 、 小惑星 
イト カワ を 改め て 精度 よく 観測 し 
まし た 。 この 観測 デー タ は 、 イ ト 
カワ を は じ め と する 小惑星 の 性 質 
を くわ し く 調 べ 、 ま た 小惑星 の 大 
き さ を 推定 する 精度 を さら に 向上 
させ る た め に 、 た い へ ん 貴重 な 情 
報 と いえ ます 。 
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⑳ 違 抽選 プ サ ロ テ ロー ピロ | 謙 


「 あ か り ] が 撮影 し た イト カワ 
(G 枚 の 画像 を 重ね 合わ せ て 
イト カワ の 動き を 示し て いま す ) 


サン ゴ 礁 の 探査 を 行う 古川 宇宙 飛行 士 ( 左 ) 


N 古 INFO ロ RMIATION 3 
9 国際 宇宙 ステ ーション 
AA ) | 上 組み 立て の 
人 バ コ SS と 
聡 8 STS-118 ミ ッ シ ョ ン 
ナー ラテ N 
極地 ※ 本 
時 スシ ャ トル 119 回 目 の 打ち 
限 団 と な っ た | エン デパ バー 号 」 に 
環 飛 よる STS-118 ミ ッ シ ョ ン が 8 
了 RT 月 922 日 (日 本 時 間 ) に 行わ 
寺 凍 昌 具 字 宙 飛 行 士 は 8 月 6 一 15 日 境 れ 、 無 事 終 了 し まし た 。 約 13 日 間 
人 ド 国 時 間 ) 、 第 13 回 NASA 極 限 へ 士 の 期間 中 、4 回 の 船 外 活動 を 含む 
環境 ミッ ショ ン 運 用 (NEEMO で ヾ が 国際 宇宙 ステ ーション の 組み 立 
13) 訓練 に 参加 し まし た 。 NEE 5 て ・ メ ン テ ナ ンス 作業 が 実施 さ 
MO 訓練 は 、 米国 フロ リタ ダ 州 沖合 れ 、S5 ト ラス と 船 外 保管 プラ ッ ト 
の 導 底 約 20m に 設置 され た 閉鎖 ゴ フォ ー ム 3 の 取り 付け な ど が 行わ 
施設 け ア クエ リア ス ] 内 で 生活 し プ れ ま し た 。 また 、 今回 の ミッ ショ 
て リー ダー シッ プ や チー ム ワ ー ヾ ン で は 、 国際 宇宙 ステ ーション か 
ク 、 自 己 管 理 等 の 能力 向上 を 図り 、 運 ら ス ペー スシ ャ トル へ の 電力 供給 
国際 宇宙 ステ ーション 長期 滞在 ミ 用 装置 が 初め て 運用 され 、 正常 な 動 
ッ シ ョ ン に 向け た 能力 を 修得 する て 作 を 確認 し た 上 で ドッ キン グ 期 間 
る の で す 。 日 本 人 で は 、2006 年 に IN が 生 長 され まし た 。 
若田 光一 宇宙 飛行 士 が コマ ンダ ド 
ー と し て 参加 し て いま す 。 ド 
訓練 は 、 実際 の ミッ ショ ン 同 様 、 
ジョ ン ソ ン 宇 宙 セ ンタ ー 管 制 座 か IM 
ら の 指示 の 下 で 進め られ まし た 。 ( ) 
月 ・ 火 星 探査 で 必要 な 作業 の シミ ーー の 
ュ レ ーション と いう 位置 づけ か 0 8 月 20 日 、 北 海道 江 列 市 か ら 撮 
ら 、 送 ff に よる ーー と の Pe 
協調 作業 や 、 火星 探査 を 意識 し た 加 ( 右 ) の 軌跡 (画面 上 が らち 下 2 飛 和 ) 
約 20 分 の 通信 の 遅れ な ども 模擬 さ (提供 ・ 渡 稼 和郎 さん ) 
れ 、 現場 に お ける クル ー の 自立 性 
を 重要 視 し た 内 容 と な り まし た 。 3 
訓 川 宇宙 飛行 十 は 、 国際 宇宙 ステ た 名 な を く 工 た 生 は ョ り 例 豆 の の 9A も ふ 尼 議 蘭 ふ 、 食 ラ 
ーション の 第 18 次 長 若 在 搭乗 を っ 開 作 の すい 」 だ の 星 5 釧 月 X 文 人 証 要 クノ ふ 別 5 
ギ 宙 飛行 超 た か な 他 る ヤー く 小 電 日 路 15A 部 あ 年 12 
員 支 援 字 宙 飛 行 士 (クル ー サ ポー え 人 なれ お に 球 せ が さき 旬 時 市 7 な 料 い 行 日 () れ 路 
ト ア スト ロ ノ ー ト ) に 任命 され て る 上 北陸 用 ボ 県 時 に は ma7 を 学 フ わ の 0) お 市 3 
yp」 > 性 っ 誠 海 呈 っ コピ HH | 角 本 
ちり 、 和 6 不全 衣 ョ 半 者 7 作 えれ イオ 作 伴 還る えて ま 71122 
こ 対 し て 約 6 か 月 の ミッ ショ ン 者 日 党 の 下 物 一 に スイ る 年 さ 。 体 国 テ い 四 で 
全体 に 2 行う こ 間 G イ で ご ム ム 消 べ 人 講話 れき の 守 ィ る の 
全体 に 関わ る 支援 を 地上 で 行う こ で 問 は 和信 下 な が 釧 惑 」 ベ 避 中 ま 日 放 芝 ぶる 日 を プ - 一 
と に な っ て いま す も の イセ 8 生 の 1 トペ に に R 旧 まんま に 還 ゴ 宇 
で YY ー ミ 宙 (に 
い 0 開 が ケ ヶ れ 原 名 | な 毎 を ぶ 北 に 台 人 へ 細 ち 開 ス 圭 
ま 0 催 数 ツ ッ ま に 前 ク ど 年 う 初 海 久 日 を 人 ー 用 
し 0 と 多 ト し 群 に シ 盛 恒 た 日 道人 』 年 選ん イ の 
隊 宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 まま | 日 
発行 企画 豊 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機構 ) ーー 
編集 制作 倫 財 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
デザ イン 欠 Better Days 
印刷 製本 代 株 式 会 社 ビ ー・ シ ー・ シ ー 
平成 19 年 10 月 1 日 発行 8 ンク . 4 
JAXAs 編集 委員 会 ンー ジ 3 
委員 長 的 川奈 宣 ま 和 
寺門 和夫 L エー ロ = 
顧問 山根 一 ふれ あい フェ ステ ィ バ ル で の 「 ウ ルト ラク イズ ]| の 様子 


内 之 浦 宇宙 空間 観測 所 


各地 で | 宇宙 花火 」 の 角 測 に 成功 ! 
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観測 用 ロケ ッ ト S-520 の 打ち 上 げ 
(鹿児島 県 / 内 之 浦 宇宙 空間 観測 所 ) 


背景 の 地図 画像 は 、 JAXA 版 Google Earth 「Pilot View] に より 
「 だ いち 」 の 観測 画像 を 加工 し た も の で す 。 


丸岡 一 洋 さ ん (海南 天文 台 ) 


 N 


月 2 日 19 時 20 分 、 内 之 浦 宇宙 空間 

観測 所 か ら 観 測 ロ ケッ ト S-520- 
23 号 機 が 打ち 上 げ ら れ ま し た 。 この ロ 
ケッ ト に は 国内 外 の 研究 機関 に よる 10 
種類 の 観測 機器 が 搭載 され て いま し た 
が 、 な か で も 事前 に 「 宇 宙 花 火 ] と 報道 
され 一 般 か ら の 期待 も 集まっ た 「 リ チ 


奄美 大 島 よ り 
高知 工科 大 ・ 北 大 ・JAXA 


神戸 市 


ウム 放出 に よる 赤い 発光 雲 ] は 、 天 候 に 
恵まれ 西日本 一 帯 で 観測 され まし た 。 
地上 観測 に 関わ っ た 高知 工科 大 学 / 北 
海道 大 学 チ ー ム の 写真 と と も に 、 名 地 
の アマ チュ ア 天 文 家 の 方 々 か ら こ ご 提供 
いた だ いた 写真 ちあ わせ て ご 紹介 し ま 
26 
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